
１．基本事項

社会復帰訓練所 評価対象年度

・事業者名　社会福祉法人　川崎聖風福祉会
・代表者名　野神　昭雄
・住所　川崎市川崎区池上新町３－１－８

評価者

平成３０年４月１日～令和５年３月３１日 所管課

２．事業実績

３．評価　（評価段階：5～1,標準：3,加点割合：5→100%,4→80%,3→60%,2→40%,1→0%)

分類 項目 配点 評価段階 評価点

指定管理者制度活用事業　評価シート

事業成果

支出状況 5 3

（評価の理由）
・就労を目指すことや一般就労後も安定した就労が続けられるよう、満足度アンケート・苦情要望などを検討し、支援の振り返りを行
い、利用者の状態像とニーズに沿ったサービス提供を行った。
・就労継続支援事業は、定員２０名のところ平均１３名の受け入れを行っている。就労支援プログラムとして、「自分の症状の理解と
再発の予防」、「就労に必要なスキルの獲得」「職業適性の把握」を目的としたプログラムを継続的に行いながら、自分の希望と適
正にあった職場探しと、就労後の長期安定就労ができるよう支援を行った。
・就労移行支援事業は、年度末登録者が４名で、定員１０名のところ平均２名の利用となっているが、Ｋ－ＳＴＥＰを活用して利用者
自身が日々の体調・精神面の管理を行った。また施設外実習に参加をし、適性把握や自信を獲得できるよう支援を行った。
・就労定着支援事業は、企業や事業所での面談（電話相談・メール・リモート面談含む）を月1回以上行い、業務や環境面について
は企業担当者と連携、生活面については家族や関係機関と連携を行った。就労者の会を実施し、就労者が何でも話せる場として
同じ悩みを共有・相談することができた。
・冬と春にKAWASAKI産SUNフェスティバル、新規でSONY生命社員研修時の販売会に参加し、自主製品販売を行った。商品のア
イデア・制作・販売と一連の流れを体験し、意欲向上につなげた。

10

障害者施設指導課長

健康福祉局障害保健福祉部
障害者施設指導課

利用者に対する支援を着実に実施しているか

＜前年度末利用者＞　　　　 就労継続：３５人(定員２０人)　　就労移行：２人(定員１０人）
＜新規登録＞　　　　　　　　　就労継続：５人　　　　　　　　　 就労移行：４人
＜登録取消＞　　　　　　　　　就労継続：７人　　　　　　　　　就労移行：２人
＜就労＞　　　　　　　　　　　　就労継続：０人　　　　　　　　　 就労移行：２人
＜令和４年度末利用者＞　 就労継続：３３人　　　　　　　　　就労移行：４人

3

4

基本協定に規定する業務の範囲を適切に実施しているか

8

4

令和４年度

利用者の障害特性に応じた個別支援等を実施しているか

8

支出に見合う効果等が図られているか

4

・第三者評価や満足度アンケート、権利擁護アンケートを実施し、支援内容についての満足度や新たなニーズの
確認を行うとともに、これまでの支援の点検と反省を行った。またコロナ禍においても、消防局と防火服のリメイク商
品の開発や新型コロナウイルス対策製品（フェイスシールド）の作成販売を行い、目標工賃を上回った。
・個別支援計画書をもとにサービス管理責任者が中心となって、職員全体で支援計画の内容について定期的に
検討し、活動や行事は利用者の意見を聞きながら一緒に企画・推進した。また「就労移行お試し利用」として、就
労Bに在籍しながら就労移行プログラムに参加できるサービスを提供し、自身のペースで就労を目指すことができ
るよう支援した。
・利用者自身で体調や気分を記入する「気分調べシート」を就労継続支援で行い、利用者の日々の変化を職員
同士がスムーズに共有したり、人間関係に悩む利用者に対して個別の対応方法を考えるなど、個々の利用者に
寄り添った丁寧な支援を行った。

着眼点

利用者の意見・
要望への対応

5

会計基準に基づく会計処理がなされているか

意見・要望の収集方法を確立しているか

計画通りの収入が得られているか

サービス向上に向けた取組みがなされているか

現状分析、課題把握等を常に行っているか

事業収支に関して適正な会計処理が為されているか

提供すべきサービスが仕様書や実施計画等に基づいて適切に提供されたか

条例に基づく利用料等を適切に徴収しているか

（評価の理由）
・主な対象者が精神障害者のため、体調が安定せず、毎日通所することが難しいこともあり、給付費が予算額を下回り、収入を上
回る支出があったが、事務費や事業費は概ね計画通りの支出がされている。
・社会福祉法人会計基準に基づき、会計処理を行った。また、川崎聖風福祉会では、毎月時と決算時の年間１３回は法人全体の
会計チェックを税理士に依頼し、会計処理の適正化を図っている。

8

利用者からの要望や意見に対して、迅速かつ適切に対応しているか

3

10

利用者への支援を適時かつ十分に行っているか

サービス向上へ
の取組み

5

4

4

指定管理施設としての事業目的を達成することができたか

計画に基づく適正な支出が行われているか

10

施設名称

事業者名

指定期間

収
支
状
況

サービス向上の取組

利用実績

収支実績

収入状況

利用者への支援

適切な会計手続

サ
ー
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制
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状
況

（評価の理由）
・就労継続支援から就労移行支援へとスムーズにサービス変更ができるように、「就労移行お試し利用」を実施し、就労に不安のあ
る利用者が使いやすいサービスを提供している。
・「気分調べシート」を就労継続支援で行い、利用者の日々の変化を職員同士がスムーズに共有したり、人間関係に悩む利用者に
対して個別の対応方法を考えるなど、個々の利用者に寄り添った丁寧な支援を行っている。
・利用者満足度調査や権利擁護調査の内容を職員間で検討し、改善策を共有、実施することでさらなるサービスの向上に努めた。
・苦情解決対応については、意見箱を設置しいつでも意見を投函できるようしている。寄せられた意見については職員会議で検討
をし、支援の振り返りを行い、利用者の状態像とニーズにそったサービス提供を行った。

3

5 3 3

適切なサービス
の提供

5

4

4

収入 支出 収支差額
福祉事業活動 33,962千円 福祉事業活動 41,813千円 -7,850千円
　給付費 24,343千円 　人件費 31,310千円
　川崎市単独扶助 0千円 　事務費 2,985千円
　指定管理委託料 3,513千円 　事業費 1,967千円
　その他 6,106千円 　その他 5,551千円
合計 33,962千円 施設整備等支出 0千円

合計 41,813千円
※端数処理のため合計が一致しないことがあります。



適正な人員配置

連絡・連携体制

担当者のスキル
アップ

5 4 4

コンプライアンス 5 3 3

職員の労働条件・
労働環境

5 3 3

施設・設備の保守
管理

5 3 3

管理記録の整備・
保管

5 3 3

清掃業務

警備業務

備品管理 5 3 3

４．その他加点

分類 項目 評価点

市の政策課題へ
の取組

0

５．総合評価

70 評価ランク

評価点合計：100点満点,標準点:60点
評価ランク：A～E,標準:：Ｃ,A→80点以上,B→70点以上80点未満,C→60点以上70点未満,D→50点以上60点未満,E→50点未満
A→特に優れている,B→優れている,C→適正である,D→改善が必要である,E→問題があり適切な措置を講じる必要がある。

６．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

７．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

（評価の理由）

そ
の
他
加
点

第三者へ一部の業務委託を行う際の市内中小企業者の受注機会の確保・拡大や地
域包括ケアシステムの構築に向けた取組への協力、障害者の法定雇用率を越える雇
用などを行っているか

着眼点

3
施設内及び敷地内の警備が適切に行われ、事件・事故・犯罪等の未然防止に役立っ
ているか

5

業務日誌・点検記録・修繕履歴等が適切に整備・保管されているか

安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守点検や整備等を適切に
実施しているか

4

事故、犯罪、災害等から利用者を守ることができる適切な安全管理体制となっている
か（人員配置、マニュアル、訓練等）

業務知識や安全管理、法令遵守に関する研修等が行われているか

施設内及び外構の清掃が適切に行われ、清潔な美観と快適に利用できる環境を維持
しているか

3

安全・安心への取
組

5 4

（評価の理由）
・権利擁護、人材育成等の研修を受講し、利用者との関係づくりや職員としての知識を身に着け支援に活かしている。
・利用者、職員が敏速かつ冷静に対応できるよう地震による火災や水害を想定した防災訓練を行った。また緊急時（感染症発生
などを含む）における職員対応の流れを再確認し、利用者の安全面の確保を図ると共に川崎市担当課や法人本部とタイムリーに
報告ができるように周知した。
・市からの貸与によりAEDを設置し、職員全員が普通救命講習を受講することで、緊急時の対応力を図った。
・法人規程の各種ガイドラインについて、職員間で共有をはかり周知を行っている。
・事業車にドライブレコーダーを設置し運営するうえでの更なる安全確保に努めている。

法令遵守のルール（規則・マニュアル等）と管理・監督体制が整備され、適切な運用が
為されているか

スタッフが業務を適正に実施するための、適切な労働条件や労働環境が整備されてい
るか

必要な人員が必要な場所に適切に配置されているか

335

緊急時の連絡体制を構築しているか

設備・備品の整備や整頓、利用者が使用する消耗品等の補充が適切に行われている
か

・コロナウイルスの影響で自主製品販売の販路が制限される中、消防局と防火服のリメイク商品の開発や新型コロナウイルス対策製品
（フェイスシールド）の作成販売を行い、工賃の向上に努めた。
・利用者満足度アンケート、権利擁護アンケートなどを実施して、利用者の声を丁寧に聞き取るとともに、職員が支援について振り返りを行
えるようにもしており、サービスの向上に調査をうまく活用している。
・コロナ禍ではあったもののできるだけ実習生等を受け入れ、今後の障害者支援を担う人材の育成や、地域の方との交流の機会を設け、
障害者理解の促進に取り組んでいる。

・毎日の通所が難しく、きめ細やかな福祉的支援が必要な方が多い事業所として、利用者自身が自分の体調管理ができるような取組や、
「就労移行お試し利用」など利用者の不安を軽減する取組を継続して実施しており、個々の利用者に寄り添った支援をしていることは高く
評価できる。利用者が少ないことについては、他の事業所では受け入れが困難な方を積極的に受け入れている事業所であること、また自
主製品の販売や施設外実習を積極的に取り入れていることなども併せて、ホームページ等を活用してさらに広報するとともに、安定した施
設運営ができるように関係機関とより一層連携していく必要がある。

適
正
な
業
務
実
施

組
織
管
理
体
制

評価点合計 B

（評価の理由）
・各種保守・点検について、業務委託により適切に実施されている。
・書類棚の施錠やメールのパスワード設定など個人情報の保護に努め、また備品については、台帳を基に適正に管理を行った。

所管課との連絡・連携が十分に図られているか


